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保護皮膜で覆われ

る事を妨げ、腐食防止の
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【アルミが腐食する仕組み】

アルミが腐食する仕組みは「電蝕（電流が生じることでイオン反応がおこり金属が侵される現象）」

によります。アルミの表面は、本来水分などがたまりにくいのですが、結露などにより比較的長期間、

もしくは同一箇所で継続的に水分に接触すると電気的な腐食が生じます（アルミの品質によっても腐食

し易さに違いが出てきます）。

最近は、酸性雨などの影響で雨水そのものが電解溶液（電気を通す性質の液体）の性質をもつケース

が多くなっていますが、特に、塩分を大量に含んだ雨水は電気を通しやすく、「電蝕」が発生しやすく

なります。

「電蝕」の発生の仕組みは下記の通りです。

酸化反応は電流が流れ続ける限り、際限なく進みます。その為、アルマイト加工によって付与され

た陽極酸化皮膜の強力な保護皮膜まで侵されることになります。

埃・煤煙など＋電荷をもちやすい

物質が付着する

アルマイト加工されたアルミ

酸化反応

電流が流れている間は

浸食が続く。

塩水などで電解質溶液が生じる

＋ 電極化

－ 電極化

＋電流が生じる

－

水酸化アルミニウム（Al2O3・3H2O）が発生する

（ゲル状で半透明・乾燥すると白色粉末状）

これが白い花咲きのように見える原因。
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【【アルミ建材のアルミ建材の洗浄事例洗浄事例】

施工前                 

】

                                                                    施工後
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※※ マンションの大規模改修工事等の場合、面格子等を取り外して塗装工事やシール工事を行っている
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間、作業場へ持ち帰り、洗浄と保護工事を作業場で行っています。

マンションの大規模改修工事等の場合、面格子等を取り外して塗装工事やシール工事を行っている

間、作業場へ持ち帰り、洗浄と保護工事を作業場で行っています。

マンションの大規模改修工事等の場合、面格子等を取り外して塗装工事やシール工事を行っているマンションの大規模改修工事等の場合、面格子等を取り外して塗装工事やシール工事を行っている
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マンションの大規模改修工事等の場合、面格子等を取り外して塗装工事やシール工事を行っている
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アルミ建材洗浄・保護工事 仕様書

施工対象： 外装アルミ製品

使用材料一般名称： 有機酸 特殊アルミ洗浄修復剤・一液常温硬化型着色ハードコーティング剤

使用材料： アルミクリーナー(ＡＳ－１０１)・ビアンコートＭ（ＢＣ－１０１Ｍ）

メーカー： 株式会社 ビアンコジャパン

工程 材料及び処置
塗布量

(㎏／㎡)

塗り重ね

乾燥時間

(20℃)
作業方法

希釈率

(％)

1 素地調整 油・ホコリ等、一般的な汚れについては、高圧水洗及び水ウエス拭き等にて除去する。

2 洗  浄

アルミクリーナー（ＡＳ－１０１）

適量をアルミ部材に直接塗布し、10 秒程

度なじませた後、マジクロン・専用パッ

ド・ブラシ等で軽くこすり洗いする。

(汚れの酷い場合は繰り返して実施)

0.05
～0.07 －

スポンジ

パッド

マジクロン

刷毛

ウエス

0

3 仕上げ

アルミクリーナー（ＡＳ－１０１）が部

材に残存しない様に、清浄なウエスで入

念に水拭きを行なう。

－ － ウエス －

4 乾燥
端部や継ぎ目等に水分が残らないよう

に十分な乾燥養生時間を取る。
－ － － －

5 保護剤塗布
ビアンコートＭ（ＢＣ－１０１Ｍ）を、

洗浄修復された部材に塗布する。
0.02 3~4 時間

ウエス

メラミンス

ポンジ

0

6 養生

完全硬化するまでの間、水分が付着した

ままにならないように留意し、養生を行

う（３日間）。

【留意点】

＊ 施工前に仕上がりや密着性について、メーカーサンプルなどを利用してテスト施工を行うか、目立た

ない箇所で洗浄並びに塗布して確認すること。

＊ 洗浄剤の塗布量は被塗物の形状・素材・塗装方法・環境によって増減することがある。

＊ 5分以上、アルミ部材に洗浄剤を塗布したまま放置しないこと。

＊ 被塗物の温度が３０℃を超える場合は、散水等にて温度を下げてから洗浄すること。

＊ コート剤は、一般的な塗料と同様に、気温が低いと硬化時間が延びる。気温・湿度等を確認すること。

（気温５℃以下、湿度７０％以上では施工しない）。

＊ 乾燥時間（２５℃、湿度５０％）※低気温下での施工の場合には下記以上の時間がかかる。

・触指乾燥３０分 ・軽歩行可能３～４時間 ・完全硬化３日間    

＊ 完全硬化前に水分が長時間付着した状態にあると白濁化現象がおこる場合がある。

＊ 完全硬化するまでは雨水がかからないように留意する。

＊ 屋外での塗装の場合には、降雨時ならびに降雨が懸念される場合は避ける。

＊ 安全衛生に関しては安全衛生データシートを参照し適切に対応する。

株式会社 ビアンコジャパン

TEL.075-693-5531 FAX.075-693-5522


